新刊紹介 友野清文著『ジェンダーから教育を考える 共学と別学/性差と平等』 by 新田 司 & 千葉敬愛短期大学現代子ども学科
本
書
は
、
「
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て
、
著
者
が
こ
こ
十
年
の
間
に
発
表
し
た
論
文
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
論
文
は
お
も
に
、
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
（
現
一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
）
の
紀
要
、
青
山
学
院
大
学
の
兼
任
講
師
と
し
て
担
当
し
て
い
る
全
学
共
通
教
育
シ
ス
テ
ム
「
青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
紀
要
「
青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
教
育
論
集
」、
そ
し
て
現
職
の
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
本
書
の
出
版
に
際
し
て
、
新
た
な
注
を
加
え
て
再
掲
さ
れ
た
。
第
1部
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
を
考
え
る
男
女
共
学

別
学
論
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
、
「
共
学
と
別
学
」
を
切
り
口
に
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
、
特
に
女
子
校
の
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
1章
「
戦
後
の
教
育
と
現
在
の
課
題
」
で
は
、
戦
後
の
教
育
改
革
か
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
視
点
が
登
場
す
る
ま
で
の
経
緯
を
整
理
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
課
題
を
示
し
て
い
る
。
第
2章
「
私
学
に
お
け
る
男
女
共学
と
別学
を
め
ぐ
っ
て
」
と
第
3章
「
男
女
共学
と
別学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
で
は
、
男
女
共
学
と
別
学
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
2章
で
は
、
特
に
私
学
で
共
学
と
別
学
が
共
存
し
た
の
は
、
旧
教
育
基
本
法
第
五
条
で
「
男
女
の
共
学
は
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
た
一
方
、
文
部
省
が
別
学
を
承
認
し
た
た
め
だ
と
指
摘
す
る
。
第
3章
で
は
、
米
国
が
男
女
平
等
政
策
の
一
環
と
し
て
推
進
し
た
七
○
年
代
の
男
女
共
学
化
が
、
男
女
平
等
に
十
分
に
貢
献
で
き
ず
、
改
め
て
別
学
の
意
義
が
再
評
価
さ
れ
た
と
述
べ
、
日
米
で
女
子
教
育
の
必
要
性
に
関
す
る
主
張
と
別
学
の
存
在
意
義
の
模
索
が
み
ら
れ
た
。
著
者
は
、
男
女
共
学
の
教
育
が
男
女
平
等
を
実
現
す
る
と
は
い
え
な
い
と
し
、
結
婚
育
児
と
職
業
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
別
学
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
教
育
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
第
4章
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
教
育
の
あ
り
方
を
求
め
て
」
は
、
著
者
が
最
重
視
す
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
教
育
」
の
検
討
で
あ
る
。
著
者
は
、
男
女
同
等
の
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
は
男
女
平
等
の
教
育
の
必
要
条
件
に
す
ぎ
ず
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
」
な
し
に
「
教
育
の
機
会
均
等
」
「
個
に
応
じ
た
指
導
」
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
「
性
差
」
で
は
な
く
「
個
人
差
」
を
尊
重
し
て
性
の
非
対
称
性
を
自
覚
さ
せ
、「
差
」
を
明
示
化
す
る
こ
と
で
偏
り
を
正
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
教
育
」
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
第
2部
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
教
育
の
諸
問
題
両
性
の
自
立
へ
向
け
て
」
で
は
、
「
子
育
て
」
や
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
捉
え
た
教
育
の
課
題
を
述
べ
る
。
第
5章
「
教
育
に
お
け
る
ジェ
ン
ダ
ー
問
題
の
再
考
」
で
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
第
7章
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
課
題
が
人
の
働
き
方
生
き
方
の
基
礎
的
条
件
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
、
教
育
に
お
け
る
人
間
形
成
の
問
題
と
深
く
関
連
す
る
と
捉
え
る
。
「
職
業
的
自
立
」
と
同
時
に
「
生
活
的
自
立
」
の
実
現
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
導
入
す
る
条
件
と
し
て
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
鍵
が
「
ケ
ア
ワ
ー
ク
（
育
児
や
介
護
看
護
等
の
労
働
）」
力
の
育
成
だ
と
考
え
る
。
第
6章
「
学
校
評
価
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
は
、
二
○
○
七
年
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
学
校
の
自
己
評
価
の
項
目
に
男
女
平
等
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
連
項
目
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新
田
司
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
教
育
を
考
え
る
共
学
と
別
学
／
性
差
と
平
等
』
友
野
清
文
著
が
な
い
こ
と
に
触
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
育
水
準
局
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
針
」、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
指
標
」
な
ど
を
手
が
か
り
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
教
育
」
を
学
校
評
価
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
第
8章
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
は
、
労
働
と
子
育
て
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
「
職
業
教
育
」
重
視
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
お
い
て
、
「
働
く
」
こ
と
そ
の
も
の
の
問
い
直
し
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。
第
3部
「
授
業
実
践
報
告
と
構
想
学
生
と
と
も
に
考
え
学
ぶ
」
は
、
お
も
に
大
学
の
授
業
実
践
報
告
で
構
成
さ
れ
、
学
生
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
分
析
し
な
が
ら
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
」
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
す
る
。
第
9
章
と
第
11章
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
講
座
「
自
己
理
解
」
に
関
す
る
章
で
、
第
9章
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
自
分
を
振
り
返
る
」
で
は
、
著
者
が
授
業
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
」
に
関
す
る
課
題
を
も
と
に
学
生
の
省
察
と
自
己
理
解
を
促
し
、
第
11章
「
学
生
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
と
自
己
理
解
」
で
は
、
学
生
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
内
在
す
る
も
の
の
、
授
業
を
通
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」
を
持
つ
こ
と
で
自
身
の
人
生
を
主
体
的
に
選
択
す
る
端
緒
の
獲
得
を
期
待
す
る
。
第
10章
「
学
生
は
現
代
の
教
育
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
」
で
は
、
「
教
育
学
」
を
受
講
す
る
学
生
の
教
育
問
題
に
対
す
る
意
識
を
分
析
す
る
。
第
12章
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
つ
教
育
原
理
の
構
想
」
で
は
、
教
職
課
程
科
目
全
体
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
の
重
要
性
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
学
校
教
育
の
現
場
に
内
在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
「
潜
在
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
つ
教
師
教
育
（
養
成
と
現
職
教
育
）」
が
必
要
で
あ
り
、
教
職
課
程
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
教
育
原
理
」
に
こ
の
視
点
を
導
入
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
第
4部
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
問
題
の
こ
れ
か
ら

性
差
と
平
等
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
再
度
「
特
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
今
後
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
」
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
第
13章
「
男
女
別
学
論
の
現
在
」
で
は
、
政
府
に
よ
る
「
特
性
」
と
は
「
生
物
的
本
来
的
」
な
違
い
を
前
提
と
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
で
あ
り
、
ま
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
」
の
解
釈
も
男
女
を
「
中
性
化
」
し
、
機
械
的
、
一
律
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
性
差
特
性
差
を
踏
ま
え
た
議
論
は
従
来
の
男
女
特
性
論
と
は
一
線
を
画
し
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
と
い
う
価
値
基
準
を
明
確
に
掲
げ
、
性
差
に
対
応
す
る
教
育
を
議
論
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
述
べ
る
。
第
14章
「
教
育
基
本
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
」
で
は
、
二
○
○
六
年
に
改
定
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
旧
法
第
五
条
（
男
女
共
学
）
の
削
除
、
第
二
条
（
教
育
の
目
的
）
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。
旧
法
第
五
条
の
廃
止
は
中
教
審
な
ど
で
議
論
さ
れ
、
二
○
○
四
年
の
中
教
審
最
終
答
申
で
「
男
女
共
学
」
が
削
除
さ
れ
る
が
、
国
会
で
の
議
論
に
よ
り
「
男
女
平
等
」
が
「
教
育
の
目
標
」
の
一
つ
と
し
て
第
二
条
に
謳
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
こ
の
「
男
女
平
等
」
が
教
育
基
本
法
で
謳
わ
れ
、
第
二
条
を
教
育
担
当
者
の
教
育
目
標
と
解
釈
す
れ
ば
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
捉
え
、
最
後
に
男
女
の
特
性
の
理
解
と
男
女
別
学
論
の
新
し
い
形
を
ど
う
考
え
る
か
、
今
後
よ
り
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
結
ぶ
。
近
年
、
日
本
社
会
が
保
守
化
す
る
な
か
で
、
誤
解
と
偏
見
が
隣
り
合
わ
せ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
、
特
に
「
特
性
」
論
は
い
っ
そ
う
ア
ポ
リ
ア
化
し
、
ま
さ
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
る
と
感
じ
る
が
、
第
13章
で
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
も
と
づ
く
特
性
の
問
い
直
し
の
議
論
に
つ
い
て
は
著
者
に
大
い
に
共
感
す
る
。
著
者
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
や
時
事
的
な
問
題
、
課
題
を
取
り
上
げ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
デ
ッ
サ
ン
し
、
「
教
育
」
と
い
う
構
図
の
中
で
こ
れ
ま
で
の
課
題
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
努
め
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
教
育
」
の
意
義
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
主
張
す
る
。
本
書
は
近
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
に
関
す
る
問
題
を
時
系
列
的
に
理
解
し
把
握
す
る
上
で
最
適
の
書
で
あ
り
、
学
校
教
育
そ
し
て
日
本
社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
の
核
心
を
理
解
す
る
上
で
必
読
の
書
で
あ
る
。
（
に
っ
た
つ
か
さ
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
現
代
子
ど
も
学
科
准
教
授
）
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